
上に， f!1 き表わすように努める方法である。しかし駅階内の線

路配線が少し政雑になると ， 符号結線図でははなはだしく!!l:雑

になり， ~ljllまmき表わすことは不可能である。なお必要条件の

諮き落し ・ 8き誤りおよびl照査の不十分は，直接重大事故を起

すおそれがあるため，記号結線図とし、う信号独自の書き方を一

般に1j']l，、る。これは図に示すような γγポノレおよび記号文字を

制定してあり ， これによって何らの説明なしに信号現示 ・ 転轍

(てんてつ) \l~;1去侠位也および縦宿線等の接点接触の状態， なら

びにfll淑の区)] IJ等が簡明に書き表わされ， 設計 ・ 照査および故

障発見等にはなはだしく使罪11である。図は符号結線図と記号結

線図との比較を示したものである。(竹内整)

しんご うケー ブル 信号ケー ブル 信号保安装低に使用して

いるケープノレの使命はきわめて霊裂なもので，その性能の完否

は列ïlIの安全運行にただちに支障を来すことになる。したがっ

て信号保安装i世に使用するケー プツレは多年の経験と綿衝な研究

にもとづいて，その索線および心線の構成が考えられ，これに

必裂な外皮が施されるようになっ，一般ケ ー プノレとは別に信号

特有のケ ー ブノレを使用するよ うになった。現在国鉄で使用して

いる信号ケープルのおもなものは表に示すよ うなものがある。

表に示すように信号j羽 ケー プノレの線心椛成は， 一般品とその

趣を奥にしているが信号保安装訟の設備は線路に直結または接

近しているので，これら相互を結ぶ制御回線も狭小な所や線路

償断 ・ 泊旅の中などケープノレにとってはきわめて不利な:所に敷

設しなければならない。一方信号ケ ー プノレの使命は前述のよう

に直接巡s伝に|虫l係があるだけに，被械的強度特に高度の可挽性

(かとうせし、)が必袈な上， い ったん事故が起ったような場合容

易に接縦ができること，また多くの条件を一回路にそう入する

ためまた桜継箇所が非常に多くなるので， 作業の迅速容易であ

ることが必裂である。このようなことから線心構成が考えられ，

多年の使用結却とから現在では言語線は1.4 ， 0.8, 0.6 mm 線が使用

されている。信号の制御回線は負荷はさほど大きくないので，

その|析閲般は 30mm' のものが最大で， 10, 3.5, 2 mm' のもの

がある。これらのおもな用途を示すと 30mm ' は大構内の主電

源回路， 電気転鰍(てんてつ)機電源回路， 10mm' は一般桝内主

電源問路，電気;1針故後電源Im~~用， 3.5 ・ 2.0mm' のものは一般

制御回線用で 2-12 心くらいまでは各極動力転鰍後， 電気鎖銃

社if ， ITII路制御総，各樋信号機等現場設備回り回線， 19-61 心は

おもに制御回線主@路mで， 総具箱相互および継電器室 ・ 扱所

i尚等に使用されている 。 3 . 5 および 2.0mm' との佼い分けは電

流容五t ， m圧降下室事を考慮して使用している。なお1.6mm 線

は.!j!~1時および戦後の銅不足時に代m として ， やむを得ず使用さ

札たもので， 信号保安装置の制御回線用としては不適当なもの

で， 現在は既設のものを除いては使用されていない。つぎに鉛被

ケープノレは抱化区間においては従蝕を受けるので，既設ケープ

ノレも 111化区!日lでは逐次ビ ニ ーノレに交換されており，その撤去品

で再mできるものは架空ケープノレ ・河川横断用等に使用してい

る。 ゴムケープルは鉛被ケープノレにくらべて安価で， しかも電

fì.'l!の影智、を受けないので， ビ ニーノレの出現前は多く使用されて

いたが，タト{拐を受け易く，風化等による劣化も早く，ビニーノレケ

ー プノレが尖m化された今日では，既設のもの以外は全く使用さ

れていない。近年ビニーノレ樹脂工業の急激な進歩とともに， 紙

鉛ゴムのみによる電線絶縁物にも一大変革をもたらし，その電

線HJの絶縁物としての実用化がl/Itf災視されるに至って， 信号汗j

ケーブノレも今日ではピニ ー ノレケープノレのみが使用されるように

な った。製造工程が簡単な上原料も坐かなビニー ノレケ ー プノレは，

他の極のケ ー ブノレよりも安価lて'あり ， 使用面においてはケ ー プ

しんごうげん

ノレとして 90% の性能をもち， 着色の自由性から 12 心ま では色

別けができるので，工事および保守聞できわめて便利なものと

なった。

つぎに信号用ケ ー プノレの代表ともいうべき ビニールケー プル

の併進および性能の概要を示すと， 4G休は JIS C3102 電気軟銅

線を用い， 同心より線は各層交互反対巻きで， i止外周において

右よりとなる よう円形により合わせ， よりのピッチは最外回で

ピッチダイヤメ ー ターの 20 倍以下になるようにしてゐる。

絶縁体は導体の上に表に示す厚さの ビニーノレ をー織かつ緊泌

に被覆し ， そのj写さの平均値は傑噂{i直の 90-110 % で ， 最小は

80 % である。線心色別は 2 心では黒白 ， 4 心て'は白 ・ 赤 ・ 僚 ・

緑， 7 心では黒 ・ 燈 ・ 緑 ・ 3定 ・ 茶褐 ・ 灰 ・ 白 ， 1 2 心以上ではか

き.られた色による色別は困難であるため大部分が燕色で，ただ

各層の始まワを明確にするため白育 2 色を配している。なお

61心では心数が多いため，さらに各府の中位に緑を，または中

心に鐙色を配してある。線心のJ!& (より)合は所i}.l!数の線心を介

在物のタュ ー ト(19 -61 心ではjt{外胞のジュート を省略する)

とともに各層交互反対撚とし， 最タト府で右撚となるよう円形に

撚り合わせ，製造者名またはその略号および製造年l立を連続印

刷! した，プム引綿テー プを霊ね巻きしてある。つぎに黒色ビニ ー

ノレシ ースを一様かつ緊密に被磁する。この場合シースの厚みの

公差はー 10 % で， その最小は 85 % にしている。つぎにおもな

性能の概裂を記すとつぎのようなもので， 導休鉱抗は表のとお

りで，絶縁耐力は測定導体と他の導休との聞で 50 ・ 60-2，000 V

の交流m圧に 1 分間以上，絶縁主主抗は常括主および 20'Cにおいて

は表のとおり ， 55' C においては 30 mm' では0.075 ， 10mm' で

は 0.1 ， 2 .0mm' 以上では 0.1 5M.Q /km 以上， f!向 1桂冠圧値は 1m

の線心試料に 600mm の金属テープを霊ね巻きし， これ とその

線心導体を接続したものを一対の電極とし， '低湿街]に標準波形

(0.5-2X35-50) 全波電圧を印加した場合の磁波電圧値は絶縁

屈の厚さ lmm に対し常温で 40KV 以上， そのほか後械的な試

験として規定の円とうの周囲に巻十l けたまま ， 120土3'C に 1

時間加熱する絶縁休巻付加熱試験， 絶縁体およびシースの引政

りの強さ ・ 伸びを測定する試験， 100土 2'C の流通空気中に120

時間保った後， さらに室温で 12-48 1時開設置してから引狼の

iØl さおよび仲びを測定する加熱老化試験， ウィリアム可そl主計

による加熱変形試験，一 15'Cの低祖槽で 1 -211寺!日1冷却後規定の

円とうに巻付ける低温巻付試験等があり ， また化学的試験とし

て，一定角度に支持してプγゼγパーナあるいはアルコ ー ノレラ

γ プで燃焼させる耐燃試験， 70土 3 ' C の絶縁iill r.fコに 4 時間授がi

させた後に引張り強さおよび仲びを測定する耐れ11試験， 常温で

10 % 苛性ソ ー 〆および硫酸溶液中に 24 I時間程i泊する耐酸・ 面}ア

ルカリ試験等の厳重な試験が行われている。(近藤敏夫)

しんごうげんじほうしき 信号現示方式 信号を現示する方

法。

1 信号の極類とその意味

!il� 類 現 刀ミ の 窓 味

列車または車両は， 信号の現示箇所の外方に停止し

(信号の現示箇所までに停止することができないよ

停止信号
うな距離で停止信号の現示があったとき，または発

雷信号による停止信号の現示があったときは，速力、

に停止し) ， 進行を指示する信号の貌示または通告も

しくは誘導があるまで進行してはならない.

| 列車はつぎに町一あいー
警 戒信号 定余裕距離がないことを予期 して， 信号の現示箇所

をこえて進行することができる.
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